
JP 2008-54732 A 2008.3.13

10

(57)【要約】
　　【課題】
　内視鏡、手術用具等、殺菌を必要とする殺菌対象物が
、未洗浄、未殺菌の場合は、殺菌対象物の使用を禁止す
る禁止措置が行われる様にし、一層の安全性を向上させ
る。
　　【解決手段】
　非接触通信可能であり、データの書換可能なメモリを
備えた記憶手段１５が設けられた殺菌対象物２と、該殺
菌対象物を殺菌する殺菌装置３と、前記殺菌対象物が使
用される使用対象１とを具備し、前記殺菌装置は前記殺
菌対象物を殺菌した場合に前記記憶手段に殺菌済データ
を書込み、又データを読取る第１の読書き手段１９を有
し、前記使用対象は前記記憶手段のデータを読書きする
第２の読書き手段８と、該第２の読書き手段により読取
ったデータが未殺菌と判断した場合に、前記殺菌対象物
が使用対象で使用されない様に禁止措置をする禁止措置
実行部６，９，１３とを具備する。
　　【選択図】　　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非接触通信可能であり、データの書換可能なメモリを備えた記憶手段が設けられた殺菌
対象物と、該殺菌対象物を殺菌する殺菌装置と、前記殺菌対象物が使用される使用対象と
を具備し、前記殺菌装置は前記殺菌対象物を殺菌した場合に前記記憶手段に殺菌済データ
を書込み、又データを読取る第１の読書き手段を有し、前記使用対象は前記記憶手段のデ
ータを読書きする第２の読書き手段と、該第２の読書き手段により読取ったデータが未殺
菌と判断した場合に、前記殺菌対象物が使用対象で使用されない様に禁止措置をする禁止
措置実行部とを具備することを特徴とする殺菌管理システム。
【請求項２】
　前記記憶手段はＩＣタグであり、前記第１、第２の読書き手段は、それぞれＩＣタグ・
リーダライタである請求項１の殺菌管理システム。
【請求項３】
　前記殺菌装置はオゾン発生器を具備し、オゾンにより前記殺菌対象物を殺菌する請求項
１の殺菌管理システム。
【請求項４】
　前記殺菌対象物は内視鏡であり、前記使用対象は内視鏡装置本体であり、前記殺菌装置
は洗浄液を貯溜する洗浄槽、前記洗浄液中にオゾンを発生するオゾン発生器を有し、前記
内視鏡は前記洗浄液に浸漬された状態で発生されたオゾンで殺菌される請求項１の殺菌管
理システム。
【請求項５】
　前記内視鏡装置本体は前記内視鏡が連結されることで、前記第２の読書き手段が前記記
憶手段のデータを読取り、前記禁止措置実行部は前記データに基づき前記内視鏡が未殺菌
であると判断すると、前記内視鏡装置本体に対し禁止措置を実行する請求項４の殺菌管理
システム。
【請求項６】
　前記内視鏡装置本体は、前記内視鏡が使用される状況となった時点で、前記記憶手段に
未殺菌データを書込む請求項５の殺菌管理システム。
【請求項７】
　前記殺菌装置は、前記殺菌対象物を収納する殺菌庫、該殺菌庫にオゾンを発生させるオ
ゾン発生器とを具備し、前記使用対象は出入口に扉を具備する殺菌室であり、前記第２の
読書き手段が前記記憶手段のデータを読取り、前記禁止措置実行部は前記データに基づき
前記殺菌対象物が未殺菌であると判断すると禁止措置を実行する請求項１の殺菌管理シス
テム。
【請求項８】
　前記記憶手段に書込まれるデータは殺菌した日時と関連付けられ、前記第２の読書き手
段が前記記憶手段のデータを読取る日時が所定期間を経過している場合は、前記殺菌対象
物が未殺菌であると判断し禁止措置を実行する請求項５又は請求項７の殺菌管理システム
。
【請求項９】
　禁止措置は、表示部に前記殺菌対象物が未殺菌、或は使用不可である旨を表示させる請
求項５又は請求項７の殺菌管理システム。
【請求項１０】
　禁止措置は、前記内視鏡装置本体の作動を停止させる請求項５の殺菌管理システム。
【請求項１１】
　前記扉に開閉装置が設けられ、禁止措置は該開閉装置により前記扉の開放を制限する請
求項７の殺菌管理システム。
【請求項１２】
　前記殺菌装置、前記使用対象の少なくとも一方は記憶部を有し、該記憶部には前記記憶
手段のデータが、該記憶手段のＩＤ番号、殺菌日時、使用日時に関連付けられ記憶され、
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殺菌管理データとして使用される請求項１の殺菌管理システム。
【請求項１３】
　前記殺菌対象物を保管する保管装置と、該保管装置に具備された第３の読書き手段を備
え、該第３の読書き手段は洗浄後一定時間経過したことを検知すると前記記憶手段に未洗
浄データを書込む請求項１の殺菌管理システム。
【請求項１４】
　前記第１の読書き手段が殺菌済データと同時に殺菌日時を前記記憶手段に書込む請求項
１の殺菌管理システム。
【請求項１５】
　前記第３の読書き手段が一定間隔おきに前記記憶手段の読取りを行い、同一の殺菌対象
物が保管され続けているかどうかを判断する請求項１３の殺菌管理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療機器或は医療関連用品を殺菌し、又殺菌されているか否かを管理し、殺
菌されていない医療機器或は医療関連用品が使用されない様に管理する医療機器或は医療
関連用品の殺菌管理システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　医療機器、例えば、患者体内を映像によって観察する内視鏡装置では患者の体内に内視
鏡が挿入されるが、内視鏡は使用される毎に洗浄殺菌されなければならない。又、未洗浄
の内視鏡が使用されない様に、内視鏡が洗浄済（殺菌済）か、未洗浄（未殺菌）であるか
を管理する必要がある。
【０００３】
　従来、内視鏡の洗浄処理については、特許文献１に示されるものがある。
【０００４】
　特許文献１では、内視鏡や処置具の汚れ具合に対応して自動的に洗浄内容を決定する様
にし、作業者の人為的誤操作を防止し、正確に且つ手間なく内視鏡等の洗浄を行う様にし
たものである。
【０００５】
　然し乍ら、上記した内視鏡管理システムでは、内視鏡を適正に洗浄すること、内視鏡が
洗浄されたかどうか、の管理は行われるが、未殺菌、未洗浄の内視鏡が誤って使用される
ことに対する禁止措置については考慮されてなく、管理者の注意によるものであった。
【０００６】
【特許文献１】特開２００６－５１０７３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は斯かる実情に鑑み、内視鏡、手術用具等、殺菌を必要とする殺菌対象物が、未
洗浄、未殺菌の場合は、殺菌対象物の使用を禁止する禁止措置が行われる様にし、一層の
安全性を向上させるものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、非接触通信可能であり、データの書換可能なメモリを備えた記憶手段が設け
られた殺菌対象物と、該殺菌対象物を殺菌する殺菌装置と、前記殺菌対象物が使用される
使用対象とを具備し、前記殺菌装置は前記殺菌対象物を殺菌した場合に前記記憶手段に殺
菌済データを書込み、又データを読取る第１の読書き手段を有し、前記使用対象は前記記
憶手段のデータを読書きする第２の読書き手段と、該第２の読書き手段により読取ったデ
ータが未殺菌と判断した場合に、前記殺菌対象物が使用対象で使用されない様に禁止措置
をする禁止措置実行部とを具備する殺菌管理システムに係るものである。
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【０００９】
　又本発明は、前記記憶手段はＩＣタグであり、前記第１、第２の読書き手段は、それぞ
れＩＣタグリーダライタである殺菌管理システムに係るものである。
【００１０】
　又本発明は、前記殺菌装置はオゾン発生器を具備し、オゾンにより前記殺菌対象物を殺
菌する殺菌管理システムに係るものである。
【００１１】
　又本発明は、前記殺菌対象物は内視鏡であり、前記使用対象は内視鏡装置本体であり、
前記殺菌装置は洗浄液を貯溜する洗浄槽、前記洗浄液中にオゾンを発生するオゾン発生器
を有し、前記内視鏡は前記洗浄液に浸漬された状態で発生されたオゾンで殺菌される殺菌
管理システムに係るものである。
【００１２】
　又本発明は、前記内視鏡装置本体は前記内視鏡が連結されることで、前記第２の読書き
手段が前記記憶手段のデータを読取り、前記禁止措置実行部は前記データに基づき前記内
視鏡が未殺菌であると判断すると、前記内視鏡装置本体に対し禁止措置を実行する殺菌管
理システムに係るものである。
【００１３】
　又本発明は、前記内視鏡装置本体は、前記内視鏡が使用される状況となった時点で、前
記記憶手段に未殺菌データを書込む殺菌管理システムに係るものである。
【００１４】
　又本発明は、前記殺菌装置は、前記殺菌対象物を収納する殺菌庫、該殺菌庫にオゾンを
発生させるオゾン発生器とを具備し、前記使用対象は出入口に扉を具備する殺菌室であり
、前記第２の読書き手段が前記記憶手段のデータを読取り、前記禁止措置実行部は前記デ
ータに基づき前記殺菌対象物が未殺菌であると判断すると禁止措置を実行する殺菌管理シ
ステムに係るものである。
【００１５】
　又本発明は、前記記憶手段に書込まれるデータは殺菌した日時と関連付けられ、前記第
２の読書き手段が前記記憶手段のデータを読取る日時が所定期間を経過している場合は、
前記殺菌対象物が未殺菌であると判断し禁止措置を実行する殺菌管理システムに係るもの
である。
【００１６】
　又本発明は、禁止措置は、表示部に前記殺菌対象物が未殺菌、或は使用不可である旨を
表示させる殺菌管理システムに係り、又禁止措置は、前記内視鏡装置本体の作動を停止さ
せる殺菌管理システムに係るものである。
【００１７】
　又本発明は、前記扉に開閉装置が設けられ、禁止措置は該開閉装置により前記扉の開放
を制限する殺菌管理システムに係るものである。
【００１８】
　又本発明は、前記殺菌装置、前記使用対象の少なくとも一方は記憶部を有し、該記憶部
には前記記憶手段のデータが、該記憶手段のＩＤ番号、殺菌日時、使用日時に関連付けら
れ記憶され、殺菌管理データとして使用される殺菌管理システムに係るものである。
【００１９】
　又本発明は、前記殺菌対象物を保管する保管装置と、該保管装置に具備された第３の読
書き手段を備え、該第３の読書き手段は洗浄後一定時間経過したことを検知すると前記記
憶手段に未洗浄データを書込む殺菌管理システムに係るものである。
【００２０】
　又本発明は、前記第１の読書き手段が殺菌済データと同時に殺菌日時を前記記憶手段に
書込む殺菌管理システムに係るものである。
【００２１】
　更に又本発明は、前記第３の読書き手段が一定間隔おきに前記記憶手段の読取りを行い
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、同一の殺菌対象物が保管され続けているかどうかを判断する殺菌管理システムに係るも
のである。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、非接触通信可能であり、データの書換可能なメモリを備えた記憶手段
が設けられた殺菌対象物と、該殺菌対象物を殺菌する殺菌装置と、前記殺菌対象物が使用
される使用対象とを具備し、前記殺菌装置は前記殺菌対象物を殺菌した場合に前記記憶手
段に殺菌済データを書込み、又データを読取る第１の読書き手段を有し、前記使用対象は
前記記憶手段のデータを読書きする第２の読書き手段と、該第２の読書き手段により読取
ったデータが未殺菌と判断した場合に、前記殺菌対象物が使用対象で使用されない様に禁
止措置をする禁止措置実行部とを具備するので、未殺菌の殺菌対象物が使用されることが
確実に防止され、安全性の向上が図れる。
【００２３】
　又本発明によれば、前記殺菌装置はオゾン発生器を具備し、オゾンにより前記殺菌対象
物を殺菌するので、高価な洗浄液を必要とせずランニングコストが低下し、又殺菌対象物
に合せた洗浄液等の選択が省略され、作業者の過誤による誤った殺菌が防止され、信頼性
、安全性が向上する。
【００２４】
　又本発明によれば、前記殺菌対象物は内視鏡であり、前記使用対象は内視鏡装置本体で
あり、前記殺菌装置は洗浄液を貯溜する洗浄槽、前記洗浄液中にオゾンを発生するオゾン
発生器を有し、前記内視鏡は前記洗浄液に浸漬された状態で発生されたオゾンで殺菌され
るので、高価な洗浄液を必要とせずランニングコストが低下し、又殺菌対象物に合せた洗
浄液等の選択が省略され、作業者の過誤による誤った殺菌が防止され、信頼性、安全性が
向上する。
【００２５】
　又本発明によれば、前記内視鏡装置本体は前記内視鏡が連結されることで、前記第２の
読書き手段が前記記憶手段のデータを読取り、前記禁止措置実行部は前記データに基づき
前記内視鏡が未殺菌であると判断すると、前記内視鏡装置本体に対し禁止措置を実行する
ので、内視鏡の使用に必須の工程である前記内視鏡装置本体と前記内視鏡との連結でＩＣ
タグのデータが読取れ、前記内視鏡の未殺菌、殺菌済の判断の確実性が向上する。
【００２６】
　又本発明によれば、前記内視鏡装置本体は、前記内視鏡が使用される状況となった時点
で、前記記憶手段に未殺菌データを書込むので、内視鏡による医療行為が途中で中止され
た場合にも、殺菌無しで再び内視鏡が使用されることがなく、安全性が向上する。
【００２７】
　又本発明によれば、前記殺菌装置は、前記殺菌対象物を収納する殺菌庫、該殺菌庫にオ
ゾンを発生させるオゾン発生器とを具備し、前記使用対象は出入口に扉を具備する殺菌室
であり、前記第２の読書き手段が前記記憶手段のデータを読取り、前記禁止措置実行部は
前記データに基づき前記殺菌対象物が未殺菌であると判断すると禁止措置を実行するので
、未殺菌の殺菌対象物が使用されることが確実に防止され、安全性の向上が図れる。
【００２８】
　又本発明によれば、前記記憶手段に書込まれるデータは殺菌した日時と関連付けられ、
前記第２の読書き手段が前記記憶手段のデータを読取る日時が所定期間を経過している場
合は、前記殺菌対象物が未殺菌であると判断し禁止措置を実行するので、殺菌状態が維持
されていない殺菌対象物の使用が防止され、安全性が向上する。
【００２９】
　又本発明によれば、禁止措置は、表示部に前記殺菌対象物が未殺菌、或は使用不可であ
る旨を表示させるので、殺菌対象物の使用者は容易に使用停止を判断できる。
【００３０】
　又本発明によれば、禁止措置は、前記内視鏡装置本体の作動を停止させるので、使用者
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の過誤による使用についても確実に防止できる。
【００３１】
　又本発明によれば、前記扉に開閉装置が設けられ、禁止措置は該開閉装置により前記扉
の開放を制限するので、使用者の過誤による使用についても確実に防止できる。
【００３２】
　又本発明によれば、前記殺菌装置、前記使用対象の少なくとも一方は記憶部を有し、該
記憶部には前記記憶手段のデータが、該記憶手段のＩＤ番号、殺菌日時、使用日時に関連
付けられ記憶され、殺菌管理データとして使用されるので、使用対象物の使用状態、殺菌
状態の把握が容易となる。
【００３３】
　又本発明によれば、前記殺菌対象物を保管する保管装置と、該保管装置に具備された第
３の読書き手段を備え、該第３の読書き手段は洗浄後一定時間経過したことを検知すると
前記記憶手段に未洗浄データを書込むので、洗浄効果が失われた殺菌対象物が使用に供さ
れることがなく安全である。
【００３４】
　又本発明によれば、前記第１の読書き手段が殺菌済データと同時に殺菌日時を前記記憶
手段に書込むので、殺菌対象物の期限管理が容易となる。
【００３５】
　更に又本発明によれば、前記第３の読書き手段が一定間隔おきに前記記憶手段の読取り
を行い、同一の殺菌対象物が保管され続けているかどうかを判断するので、殺菌対象物の
保管状態が把握でき、安全性の向上が図れる等の優れた効果を発揮する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３６】
　以下、図面を参照しつつ本発明を実施する為の最良の形態を説明する。
【００３７】
　先ず、図１に於いて本発明の第１の実施の形態について説明する。
【００３８】
　該第１の実施の形態は、本発明が医療機器、例えば内視鏡装置、内視鏡洗浄装置に対し
て実施された医療機器殺菌管理システムに係るものである。
【００３９】
　図１中、１は内視鏡の使用対象である内視鏡装置本体、２は殺菌対象物である内視鏡（
スコープ）、３は内視鏡洗浄装置を示している。
【００４０】
　前記内視鏡装置本体１は制御部４、操作部５、モニタ６、コネクタ等の本体連結部７、
該本体連結部７の近くに設けられた読書き手段、例えばＩＣタグ・リーダライタ８を具備
し、又前記制御部４はＣＰＵで代表される演算部９、入出力制御部１１、記憶部１２、電
源部１３等を具備する構成となっている。
【００４１】
　前記記憶部１２には、前記内視鏡装置本体１を作動・制御する為のシーケンスプログラ
ム、前記内視鏡２のＩＤ番号を確認し、該内視鏡２の洗浄状態の確認・記録、使用、洗浄
の履歴を確認・記録する為の管理プログラム、洗浄した日時から所定時間、期間以上経過
していないかを判断し、所定の禁止措置を講じるか否かを判断する判断プログラム、前記
ＩＣタグ・リーダライタ８を作動させる為のリーダライタ制御プログラムが格納され、又
前記記憶部１２には、前記内視鏡２の洗浄状態の確認・記録、使用、洗浄の履歴をＩＤ番
号、洗浄日時に関連付けて格納するデータ格納部を有している。前記電源部１３は前記内
視鏡装置本体１を動作させる為の電力、前記モニタ６を表示させる為の電力を供給し、前
記電源部１３は前記演算部９によって制御される様になっている。
【００４２】
　前記内視鏡２は前記本体連結部７と連結可能なコネクタ等の内視鏡連結部１４を具備し
、該内視鏡連結部１４を前記本体連結部７に連結することで、前記内視鏡２と前記内視鏡
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装置本体１とが連結され、前記内視鏡２を作動させる為の電力の供給、該内視鏡２で撮像
した映像信号が前記内視鏡装置本体１に送信可能となる。
【００４３】
　前記内視鏡連結部１４の近傍には非接触で通信可能であり、データを書換え可能なメモ
リを有する記憶手段、例えばＩＣタグ１５が設けられ、該ＩＣタグ１５は書換え不能なＩ
Ｄデータを有していると共に洗浄剤を識別する為のデータ、未洗浄を識別する為のデータ
、即ち洗浄、未洗浄の識別データが書込み可能であり、前記ＩＤデータ、洗浄、未洗浄の
データは前記内視鏡連結部１４を前記本体連結部７に連結することで、前記ＩＣタグ・リ
ーダライタ８によって読取られ、又前記本体連結部７に連結することで、未洗浄のデータ
が書込まれる様になっている。
【００４４】
　前記演算部９、前記モニタ６、前記電源部１３等は、禁止措置実行部（後述）を構成す
る。
【００４５】
　前記内視鏡洗浄装置３について説明する。
【００４６】
　該内視鏡洗浄装置３はオゾン発生器１６を具備し、洗浄液２４が貯溜される洗浄槽１７
、前記オゾン発生器１６を駆動制御する制御部１８、前記洗浄槽１７又は該洗浄槽１７の
近傍に設けられたＩＣタグ・リーダライタ１９、前記洗浄液２４の汚れ、オゾン濃度等洗
浄状態を検知する検知器２３から構成され、前記制御部１８はオゾン発生器駆動部２０、
演算部２１、記憶部２２等を具備する。
【００４７】
　前記演算部２１はＣＰＵで代表され、前記オゾン発生器駆動部２０を介して前記オゾン
発生器１６を制御等し、前記オゾン発生器駆動部２０は前記オゾン発生器１６を駆動制御
すると共に該オゾン発生器１６の作動状態を前記演算部２１にフィードバックする。又、
該演算部２１には前記検知器２３からの洗浄状態がフィードバックされる。
【００４８】
　前記記憶部２２には、前記演算部２１、前記内視鏡洗浄装置３を動作、制御する為のシ
ーケンスプログラム、前記内視鏡２のＩＤ番号を確認し、該内視鏡２の洗浄状態が正常に
実行されたかどうかを記録し、該内視鏡２の洗浄の履歴を記録する為の洗浄管理プログラ
ム、前記ＩＣタグ・リーダライタ１９を作動させ、該ＩＣタグ・リーダライタ１９の情報
を読出し、又洗浄済等のデータを書込む為のリーダライタ制御プログラム、更に前記ＩＣ
タグ・リーダライタ１９が前記ＩＣタグ１５から読込んだ情報に基づき前記内視鏡２が洗
浄済であるか、未洗浄であるかを判断する判断プログラム、又前記オゾン発生器駆動部２
０及び前記検知器２３からのフィードバック信号に基づき洗浄が正常に完了したがどうか
を判断し、更にフィードバック信号に基づき洗浄に異常、例えば洗浄液の汚れが規定値以
上であった場合、オゾン濃度が不足していた場合等は、洗浄を停止させる判断をする等洗
浄監視プログラム等が格納されている。
【００４９】
　又前記記憶部２２は、前記内視鏡２のＩＤ番号を確認し、該内視鏡２の洗浄状態が実行
されたかどうか、洗浄した日時を記録し、該内視鏡２の洗浄の履歴を記録する為の洗浄管
理プログラム、又前記内視鏡２の洗浄の履歴をＩＤ番号、洗浄日時に関連付けて格納する
データ格納部を有している。
【００５０】
　又、該データ格納部に記録されたデータは、前記入出力制御部１１を介して、プリンタ
等の出力手段により出力することが可能となっている。又、前記データ格納部に記録され
たデータは、ＩＤ番号、殺菌した日時、使用日時が関連付けられて記憶され、殺菌管理情
報としての使用が可能である。
【００５１】
　前記記憶部１２が格納するデータ、前記記憶部２２が格納するデータはそれぞれ、ＦＤ
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、メモリカード等の可搬記憶媒体に書出し可能となっており、ＩｒＤＡ、Ｂｌｕｅｔｏｏ
ｔｈ等の無線通信手段で、或はＬＡＮ等のネットワークを介して前記内視鏡装置本体１と
前記内視鏡洗浄装置３間でデータの送受信が可能となっており、前記内視鏡装置本体１が
保有する前記内視鏡２に関するデータと、前記内視鏡洗浄装置３が保有する前記内視鏡２
に関するデータとの照合が可能となっている。
【００５２】
　尚、前記内視鏡２に関するデータとの照合が不要の場合は、前記記憶部２２は省略して
もよい。
【００５３】
　以下、図２、図３を参照して医療機器殺菌管理システムの作用について説明する。
【００５４】
　先ず、図２に於いて、前記内視鏡洗浄装置３の作用について説明する。
【００５５】
　ＳＴＥＰ：０１　前記洗浄槽１７には前記洗浄液２４、例えば水が貯溜されており、前
記洗浄槽１７内に前記内視鏡２が投入される。
【００５６】
　ＳＴＥＰ：０２　図示しない操作部より、前記内視鏡洗浄装置３を駆動して洗浄を開始
する。洗浄開始により、前記演算部２１により前記オゾン発生器駆動部２０を介して前記
オゾン発生器１６が駆動され、前記洗浄液２４中にオゾンが発生される。前記オゾン発生
器駆動部２０は、前記オゾン発生器１６に供給する電力等を制御することで、該オゾン発
生器１６からのオゾンの発生量が制御される。
【００５７】
　ＳＴＥＰ：０３　前記検知器２３からは、前記洗浄液２４のオゾン濃度、汚れ状態が検
知され、検知結果は前記演算部２１に送出される。洗浄監視プログラムが展開され、前記
演算部２１では、前記検知器２３からの検知信号を基に、検出されたオゾン濃度が規定値
以上、即ち殺菌に必要な濃度以上であるかどうか、前記洗浄液２４の汚れが規定値以下で
あるかどうかを判断し、オゾン濃度が規定値以下、又は前記洗浄液２４の汚れが規定値以
上であった場合は、エラー信号を発する。
【００５８】
　ＳＴＥＰ：０４　エラー信号の発生により、前記オゾン発生器１６が停止され、更に図
示しない表示部には、装置が異常である、或は点検が必要である等の表示がなされ、或は
異常停止を告知する為の警告音の発生、異常灯の点滅等が行われる。
【００５９】
　ＳＴＥＰ：０５　検出されたオゾン濃度が規定値以上、前記洗浄液２４の汚れが規定値
以下の場合は、運転が続行され、洗浄、殺菌が所定時間行われる。尚、洗浄、殺菌が所定
時間行われなかった場合には、やはり異常と判断され、ＳＴＥＰ：０４が実行される。
【００６０】
　ＳＴＥＰ：０６　運転が正常に終了すると、前記ＩＣタグ１５に、洗浄日時と共に「内
視鏡状態＝洗浄済」が書込まれる。
【００６１】
　洗浄済の前記内視鏡２は、使用に起用されるか、或は無菌状態が維持される様保管され
る。
【００６２】
　次に、図３に於いて、前記内視鏡装置本体１の作用について説明する。
【００６３】
　ＳＴＥＰ：１０　前記内視鏡連結部１４を前記本体連結部７に連結して前記内視鏡２を
前記内視鏡装置本体１に連結する。
【００６４】
　ＳＴＥＰ：１１　前記内視鏡装置本体１の電源を投入する。前記ＩＣタグ・リーダライ
タ８を作動させる為のリーダライタ制御プログラムが起動される。
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【００６５】
　ＳＴＥＰ：１２　前記ＩＣタグ・リーダライタ８により前記ＩＣタグ１５に書込まれた
情報が読取られる。読取られた情報は、例えば前記内視鏡２を識別するＩＤ番号、内視鏡
状態（洗浄済、未洗浄）、洗浄された日時である。
【００６６】
　ＳＴＥＰ：１３　前記内視鏡２の使用、洗浄の履歴を確認・記録する為の管理プログラ
ムが展開され、前記読取られた情報に基づき、前記内視鏡２が洗浄済か、未洗浄かが判断
される。該内視鏡２のＩＤ番号を確認し、該内視鏡２の洗浄状態の確認・記録がされる。
【００６７】
　ＳＴＥＰ：１４　未洗浄と判断された場合は、殺菌対象物、即ち前記内視鏡２の使用を
禁止する禁止措置が実行される。禁止措置としては、例えば、前記モニタ６に未洗浄であ
る旨、或は使用を禁止する旨の表示をする。尚、洗浄した日時が、規定期限を過ぎている
場合でも、安全を考慮し、未洗浄と判断してもよい。
【００６８】
　ＳＴＥＰ：１５　未洗浄と判断された場合、以降の前記操作部５からの操作指令を無効
として、前記内視鏡装置本体１の操作が行われない様にする。或は、前記内視鏡装置本体
１の電源を切断（シャットダウン）する。而して、前記モニタ６、前記演算部９、前記電
源部１３等は、未洗浄の内視鏡２の使用を禁止する禁止措置実行部を構成する。
【００６９】
　ＳＴＥＰ：１６　内視鏡の洗浄済が確認されると、前記シーケンスプログラム等作動に
必要なプログラムが展開され、前記内視鏡装置本体１が通常通り起動される。
【００７０】
　ＳＴＥＰ：１７　前記内視鏡装置本体１が起動完了した時点で、前記ＩＣタグ・リーダ
ライタ８により前記ＩＣタグ１５に、日時と共に「内視鏡＝使用済」が書込まれる。又、
前記ＩＣタグ１５の読取りデータ、前記ＩＣタグ１５に書込んだデータ等は、ＩＤ番号、
日時に関連付けられて前記記憶部１２に記録される。後述する医療行為についても、医療
行為の内容、実施状態が前記ＩＤ番号に関連付けられて前記記憶部１２に記録される。
【００７１】
　前記内視鏡２を前記内視鏡装置本体１に連結したが、医療行為が行われなかった場合、
或は患者のカルテ情報が前記内視鏡装置本体１に読込まれたが実際の医療行為は行われな
かった場合、医療行為が行われなかった実施状態は前記記憶部１２に記録され、再度前記
内視鏡装置本体１に電源が投入された場合に、前記ＩＣタグ１５のＩＤ番号と前記医療行
為の実施状態が照合され、前記内視鏡２の洗浄、未洗浄の判断がスキップされる等されて
もよい。尚、安全を考慮し、一度前記内視鏡装置本体１に連結したものは、医療行為が行
われた、医療行為が行われなかったの如何に拘らず、「内視鏡＝未洗浄」としてもよい。
【００７２】
　更に、前記医療行為が実施された後は、途中、終了の如何に拘らず、前記ＩＣタグ１５
の書込みは「内視鏡＝未洗浄」で固定され、前記内視鏡装置本体１での判断も、「内視鏡
＝未洗浄」とされる。
【００７３】
　ＳＴＥＰ：１８　前記内視鏡２が用いられた、検査、治療が実施される。尚、使用済の
前記内視鏡２は前記内視鏡洗浄装置３で洗浄され、繰返し使用される。
【００７４】
　尚、前記記憶部１２に記録された、前記内視鏡２の使用履歴と前記記憶部２２に記録さ
れた洗浄記録とをＩＤ番号を基に参照して、データの整合性を確認してもよい。
【００７５】
　図４は、本発明の第２の実施の形態を示し、該第２の実施の形態では本発明が医療関連
用品、例えば白衣の殺菌に実施された場合を示している。
【００７６】
　図中、２５は殺菌装置、２６は開閉装置、２７は殺菌対象物、例えば白衣を示しており
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、該殺菌対象物の所要位置、例えば前記白衣２７の襟等にＩＣタグ１５が縫込まれている
。該ＩＣタグ１５には書換え不能なＩＤデータ、書換え可能な殺菌済、未殺菌等のデータ
が記録される様になっている。
【００７７】
　前記殺菌装置２５は収納可能な殺菌庫２８を有し、該殺菌庫２８には複数の殺菌対象物
を収納、例えば前記白衣２７であれば、複数枚を吊下げ可能となっている。尚、前記殺菌
庫２８は密閉構造、又は略密閉構造となっていることが好ましい。
【００７８】
　前記殺菌庫２８の所要位置、例えば底部にオゾン発生器２９が設けられ、又前記殺菌庫
２８の所要位置、例えば天井部にＩＣタグ・リーダライタ３１が設けられ、前記殺菌庫２
８の所要位置、例えば壁面にはオゾン濃度を検出する検知器２３が設けられている。
【００７９】
　前記オゾン発生器２９、前記ＩＣタグ・リーダライタ３１の作動は、制御部３２によっ
て制御され、前記検知器２３は前記殺菌庫２８内のオゾン濃度を検出し、検出結果を前記
制御部３２に送出する様になっている。
【００８０】
　該制御部３２は、ＣＰＵで代表される演算部３３、前記オゾン発生器２９を駆動制御し
、該オゾン発生器２９の作動状態を前記演算部３３にフィードバックする駆動部３４、プ
ログラム、データを格納する記憶部３５等から主に構成される。
【００８１】
　該記憶部３５には、前記殺菌装置２５を動作、制御する為のシーケンスプログラム、殺
菌が正常に行われたかどうかを判断する判断プログラム、前記白衣２７のＩＤ番号を確認
し、該白衣２７の殺菌が正常に実行されたかどうかを記録し、前記殺菌の履歴を記録する
為の殺菌管理プログラム、前記ＩＣタグ・リーダライタ３１を作動させ、該ＩＣタグ・リ
ーダライタ３１の情報を読出し、又洗浄済等のデータを書込む為のリーダライタ制御プロ
グラムが格納される。又前記記憶部３５は、前記前記白衣２７の殺菌の履歴をＩＤ番号、
殺菌した日時に関連付けて格納するデータ格納部を有している。
【００８２】
　殺菌済の白衣の着用が義務づけられている部屋（殺菌室３７）、即ち、前記白衣２７の
使用対象である殺菌室３７には、出入口に前記開閉装置２６が設けられる。
【００８３】
　該開閉装置２６は、開口部を開閉する扉３８、該扉３８を開閉する為の開閉機構部３９
、該開閉機構部３９の開閉を制御する演算制御部４１、ＩＣタグ・リーダライタ４２、表
示部４３、又前記扉３８を開閉する為の開閉釦４４等を具備している。尚、該開閉釦４４
は、人感センサとしてもよい。
【００８４】
　前記ＩＣタグ・リーダライタ４２は、前記ＩＣタグ１５に書込まれた前記白衣２７の「
殺菌済、未殺菌」のデータを読出し、又前記ＩＣタグ１５に「未殺菌」のデータを書込み
が可能となっている。又、前記演算制御部４１は、ＣＰＵと、前記開閉機構部３９を作動
させる為のシーケンスプログラム、リーダライタの制御プログラム等のプログラムが格納
された記憶部等を具備し、前演算制御部４１は前記ＩＣタグ１５から読取ったデータに基
づき前記開閉機構部３９の開閉を制御し、又前記表示部４３に読取ったデータに対応した
表示をさせる様になっている。
【００８５】
　先ず、前記殺菌装置２５の作用について、図５を参照して説明する。
【００８６】
　ＳＴＥＰ：２０　前記ＩＣタグ１５が付けられた前記白衣２７を前記殺菌庫２８に所要
枚数投入する。該殺菌庫２８の扉（図示しない）を閉じることで、前記白衣２７の殺菌が
可能となる。
【００８７】
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　ＳＴＥＰ：２１　図示しない操作部から殺菌の開始を指示することで、前記白衣２７の
殺菌が開始される。前記演算部３３は前記駆動部３４を介して前記オゾン発生器２９を駆
動制御する。前記駆動部３４は、前記オゾン発生器２９に供給する電力等を制御すること
で、該オゾン発生器２９からのオゾンの発生量が制御される。又、前記オゾン発生器２９
の駆動状態は前記駆動部３４から前記演算部３３にフィードバックされる。
【００８８】
　ＳＴＥＰ：２２　前記殺菌庫２８中にオゾンが発生され、オゾン濃度が規定値なった時
点から所定時間殺菌が行われる。前記殺菌庫２８のオゾン濃度は前記検知器２３によって
検出され、検出結果は前記演算部３３にフィードバックされる。
【００８９】
　該演算部３３では、前記検知器２３からの検知信号を基に、検出されたオゾン濃度が規
定値以上、即ち殺菌に必要な濃度以上であるかどうかを判断し、オゾン濃度が規定値以下
であった場合は、エラー信号を発する。
【００９０】
　ＳＴＥＰ：２３　エラー信号の発生により、前記オゾン発生器２９が停止され、更に図
示しない表示部には、装置が異常である、或は点検が必要である等の表示がなされ、或は
異常停止を告知する為の警告音の発生、異常灯の点滅等が行われる。
【００９１】
　ＳＴＥＰ：２４　検出されたオゾン濃度が規定値以上の場合は、運転が続行され、殺菌
が所定時間行われる。尚、殺菌が所定時間行われなかった場合には、やはり異常と判断さ
れ、ＳＴＥＰ：２３が実行される。
【００９２】
　ＳＴＥＰ：２５　オゾン濃度が規定値以上で所定時間経過し、殺菌が正常に終了すると
、前記演算部３３は前記ＩＣタグ１５に、殺菌日時と共に「状態＝殺菌済」が書込まれる
。
【００９３】
　次に、図６を参照して、前記開閉装置２６の作用について説明する。
【００９４】
　ＳＴＥＰ：３０　前記白衣２７を着用した者が、前記殺菌室３７に入室すべく前記開閉
釦４４を操作する。
【００９５】
　ＳＴＥＰ：３１　該開閉釦４４の操作と連動して前記ＩＣタグ・リーダライタ４２が駆
動され、前記白衣２７の前記ＩＣタグ１５のデータを読取る。
【００９６】
　ＳＴＥＰ：３２　前記ＩＣタグ・リーダライタ４２で読取られたデータは、前記演算制
御部４１に送信され、該演算制御部４１でデータの内容が「状態＝殺菌済」又は「状態＝
殺菌済でない（以下未殺菌と表す）」かが判別される。
【００９７】
　ＳＴＥＰ：３３　前記演算制御部４１により判別した内容が「状態＝未殺菌」であった
場合は、前記開閉機構部３９がロックされる。前記扉３８が自動扉で前記開閉機構部３９
が自動開閉機であった場合、前記扉３８が開放しない。又該扉３８が、手動の開閉扉であ
った場合は、前記開閉機構部３９は施錠装置であり、施錠状態が開放されない。尚、「状
態＝殺菌済」であっても、殺菌した日時が、規定期限を過ぎている場合も、安全を考慮し
、未殺菌と判断してもよい。
【００９８】
　又、前記ＩＣタグ・リーダライタ４２がデータを読取れない場合は、前記白衣２７の着
用がないと判断され、やはり前記扉３８は開放されず、或は、施錠が解除されない。更に
前記ＩＣタグ１５を取付けていない衣服が着用されている場合も、同様に前記扉３８は開
放されず、或は施錠が解除されない。
【００９９】
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　更に、前記開閉機構部３９がロックされると共に前記表示部４３に「入室禁止」等の表
示がなされる。
【０１００】
　而して、前記開閉機構部３９、前記演算制御部４１、前記表示部４３等は、前記殺菌室
３７での未殺菌白衣２７の使用を禁止する禁止措置実行部を構成する。
【０１０１】
　ＳＴＥＰ：３４，ＳＴＥＰ：３５　前記演算制御部４１により判別した前記ＩＣタグ１
５のデータが「状態＝殺菌済」であった場合は、前記開閉機構部３９のロック状態が解除
され、前記開閉機構部３９により前記扉３８が開放され、或は該扉３８の施錠が解除され
入室が可能となる。
【０１０２】
　次に、前記殺菌室３７から退室する場合の作用について図７を参照して説明する。
【０１０３】
　ＳＴＥＰ：４０，ＳＴＥＰ：４１　殺菌済の前記白衣２７を着用して、前記殺菌室３７
に入室し、室内で所要の作業、例えば手術、を実施する。
【０１０４】
　ＳＴＥＰ：４２　作業終了後退室する際、前記ＩＣタグ・リーダライタ４２により前記
ＩＣタグ１５に「状態＝未殺菌」が書込まれる。
【０１０５】
　尚、前記ＩＣタグ１５への「状態＝未殺菌」の書込みは、入室時「状態＝殺菌済」の判
断がされ、前記扉３８が開放され、作業者が入室した時点で前記ＩＣタグ１５に「状態＝
未殺菌」と書込む様にし、前記演算制御部４１は退室時に前記ＩＣタグ１５に「状態＝未
殺菌」が書込まれていることを確認する様にしてもよい。
【０１０６】
　ＳＴＥＰ：４３　前記殺菌室３７から退室すると、前記白衣２７の前記ＩＣタグ１５に
は、「状態＝未殺菌」が書込まれており、前記殺菌装置２５により前記白衣２７が殺菌さ
れないと前記殺菌室３７への入室は拒否される。
【０１０７】
　尚、上記実施の形態では殺菌対象物として、例えば白衣２７を示したが、メス等の医療
関連用品、更には履物等に至る迄、ＩＣタグ１５を貼付け、或は埋込む等することで本発
明が実施可能であることは言う迄もなく、安全管理が著しく向上する。
【０１０８】
　更に管理システムとして殺菌対象物を保管する保管装置を設けてもよい。該保管装置は
第３のＩＣタグ・リーダライタを具備し、該第３のＩＣタグ・リーダライタは殺菌対象物
に付けられたＩＣタグに書込まれたデータを所定の日時の間隔で読取りＩＤ情報が同一で
あるかどうか、洗浄後、或は殺菌後一定時間経過したかどうかを判断し、同一の殺菌対象
物が一定時間経過したことを検知すると前記ＩＣタグに未洗浄データを書込む様にする。
【０１０９】
　更に、本発明はオゾン以外で殺菌する殺菌方法、例えば洗浄液等を用いて殺菌する場合
にも実施可能であることは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【０１１０】
【図１】本発明の第１の実施の形態を示す概略ブロック図である。
【図２】第１の実施の形態に於ける内視鏡洗浄装置の作用を示すフローチャートである。
【図３】第１の実施の形態に於ける内視鏡装置本体の作用を示すフローチャートである。
【図４】本発明の第２の実施の形態を示す概略ブロック図である。
【図５】第２の実施の形態に於ける殺菌装置の作用を示すフローチャートである。
【図６】第２の実施の形態に於ける開閉装置の作用を示すフローチャートである。
【図７】第２の実施の形態に於ける開閉装置の作用を示すフローチャートである。
【符号の説明】
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　　　　１　　　　　　　内視鏡装置本体
　　　　２　　　　　　　内視鏡
　　　　３　　　　　　　内視鏡洗浄装置
　　　　４　　　　　　　制御部
　　　　６　　　　　　　モニタ
　　　　７　　　　　　　本体連結部
　　　　８　　　　　　　ＩＣタグ・リーダライタ
　　　　９　　　　　　　演算部
　　　　１３　　　　　　電源部
　　　　１４　　　　　　内視鏡連結部
　　　　１５　　　　　　ＩＣタグ
　　　　１６　　　　　　オゾン発生器
　　　　１７　　　　　　洗浄槽
　　　　１８　　　　　　制御部
　　　　１９　　　　　　ＩＣタグ・リーダライタ
　　　　２１　　　　　　演算部
　　　　２２　　　　　　記憶部
　　　　２５　　　　　　殺菌装置
　　　　２６　　　　　　開閉装置
　　　　２７　　　　　　白衣
　　　　２８　　　　　　殺菌庫
　　　　２９　　　　　　オゾン発生器
　　　　３３　　　　　　演算部
　　　　３５　　　　　　記憶部
　　　　３７　　　　　　殺菌室
　　　　３８　　　　　　扉
　　　　３９　　　　　　開閉機構部
　　　　４１　　　　　　演算制御部
　　　　４２　　　　　　ＩＣタグ・リーダライタ
　　　　４３　　　　　　表示部
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